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石狩市下水道中期ビジョン改訂（案）について（答申） 

 

 平成２６年８月２８日付け石下水第８８号で諮問のあったこのこ

とについて、下記のとおり答申する。 

 

記 

 

 「石狩市下水道中期ビジョン改訂（案）」は、平成２２年３月に本

市下水道が今後１０年間に目指すべき将来目標とその実現に向け取

り組むべき施策をまとめた「石狩市下水道中期ビジョン」の中間見

直し案であります。これまでの取り組みを評価分析し、平成２７年

度～平成３１年度に取り組むべき施策をまとめた「石狩市下水道中

期ビジョン改訂（案）」は妥当なものと判断する。 

なお、審議内容等は別紙のとおりである。 

 

 

 

 

 

 



【審議内容】 

本市では、下水道が目指すべき将来目標と今後１０年間に取り組

むべき施策をまとめた「石狩市下水道中期ビジョン」を平成２２年

３月に策定し、各種の取り組みを推進してきた。 

本委員会は、市から「石狩市下水道中期ビジョン改訂（案）」に

ついて意見を求められたことから、その考え方について説明を受け

るとともに、提出された資料等に基づき、慎重かつ熱心に審議を進

め、次のとおり確認した。 

 

１.改訂の必要性を、次のとおり確認した。 

①現状の課題及び前期５カ年の具体的施策の実施状況を踏まえて、

石狩市の下水道の果たすべき役割と目指すべき方向を再整理し

示す必要がある。 

②目指すべき方向を具現化するために重点的に取り組む施策と取

り組む時期を示す必要がある。 

 

２．「暮らしと環境を守る下水道を次代へ」の基本理念に基づく３つ

の基本方針の実現に向け設定した、６つの将来目標を達成するた

めの８つの具体的施策の実施状況を確認した。 

 

３.下水道事業の現状と課題について確認した。 

 

４.具体的施策のうち「③耐震診断と補強工事」を「③耐震診断と耐

震対策検討」に改訂することを了承した。 

 

５．パブリックコメントについては、条例に基づき実施されたが、

提出された意見はなかったことを確認した。 

 



【結論】 

本委員会は、これまでの施策、取り組みを評価分析し、現在の

情勢に応じて施策を見直した「石狩市下水道中期ビジョン改訂

（案）」は妥当なものと判断する。 

今後も、市民に安定した下水道サービスを提供し続けるため、

本ビジョンの着実な実施を要望する。 


